




要約 昭和61年1月より開始のHBウイルス母子間感染防止事業によればHBe抗原陽性の母

親から生まれた新生児は臍帯血の検査で陽性を示した者は 5人、児より再採血の結果、内

3人は母体血による汚染であり、胎内感染によるものは 2人であった。さらに経過追跡中、

第 2期(生後 2ヵ月)の検査で HBs 抗原陽性の早期陽転例は 2人であった。なお 6ヵ月以上

経過した 52 人へのワクチンの追加投与は昭和 62 年 10 月迄の集計では延べ 26回である。 


